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 １２月定例市議会は、１２月４日から開催されま

す。新市長のもとでの初めての定例議会です。また、

新年度の市予算編成時期でもあります。日本共産党

は３名となりました市議団として、国民犠牲の政治

から市民の暮らしを守る市政の実現へがんばりま

す。ご意見・ご要望をお寄せください。 

 
４日（木）本会議（議案提案） 
１１日（木）本会議（議案質疑・一般質問） 
１２日（金）本会議（一般質問） 
１５日（月）本会議（一般質問） 
１７日～１９日 常任委員会 
２４日（水）本会議（議案討論・採決） 

 現 行 見直し 
低所得老人 
６５～６９歳 

医療費１割（月限度額：通
院 8000円、入院 24600円 

一人暮らし寡
婦（65~69歳） 

医療費１割（月限度額：通
院 12000円、入院 44400円 

 
医療費 2割 
限度額据置 

一人暮らし寡
婦（~64歳） 

通院 500円（１レセプト） 
入院 1000円（1日） 

上の高齢者寡
婦と同様に 

 
所得制限（扶養 1 人の場合）  
現 行 見直し 

乳幼児 570.0万円 339.6万円 
母子・父子 339.6万円 230.0万円 

 

今
年
度
、
毎
年
４
０
０
億
円
の
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て
「
県

財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策

定
し
て
い
ま
し
た
。
嘉
田
知
事
は
、

「
造
林
公
社
や
環
境
公
社
の
債
務

確
定
で
新
た
に
８０
億
円
の
財
源
不

足
が
増
大
す
る
」
と
し
て
、
来
年
度

以
降
の
福
祉
・
教
育
予
算
削
減
の
方

針
を
出
し
た
も
の
で
す
。 

  

今
回
の
「
収
支
改
善
に
向
け
た
更

な
る
見
直
し
」
で
は
、
上
記
表
の
よ

う
に
、
低
所
得
老
人
や
乳
幼
児
・
母

子
父
子
家
庭
の
福
祉
医
療
の
自
己

負
担
強
化
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
１
年
生
の
加
配
教
員

（
５７
人
）
の
削
減
。
中
学
校
の
少
人

数
指
導
に
当
て
る
定
数
を
、
現
在
の

１
６
４
人
か
ら
１
１
０
人
に
減
ら

す
と
い
う
も
の
で
す
。 

  

新
幹
線
新
駅
推
進
や
造
林
公
社

問
題
を
始
め
と
す
る
こ
れ
ま
で
の

県
財
政
の
破
綻
を
県
民
に
押
し
付

け
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
２
０

０
８
年
度
は
、
「
福
祉
医
療
制
度
の

後
退
許
す
な
」
の
県
民
世
論
と
運
動

で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
市
民
の
み
な
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
暮
ら
し
と
福
祉

を
守
る
県
政
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 滋賀県は１０月１５日、「収支改善に向
けた更なる見直し」を市町に説明しまし

た。これによりますと、造林公社債務負

担を県民負担で乗り切ろうとするもの

で、こんな県民犠牲は許されません。 


